








本日のアンコールについて 
 

本日のアンコールは、 

ベートーヴェン：メヌエット・ト長調（管弦楽編曲版） 

でした。 

 

この曲は、ヴァイオリンとピアノのための小品として有名で、ヴァイオ

リンの教則本などにも掲載されていますが、原曲はピアノ独奏用の「６つ

のメヌエット WoO 10 の第２曲ト長調」です。オリジナルは管弦楽のた

めに書かれ、それがピアノ独奏用に編曲されたものですが、管弦楽版は、

楽譜が消失してしまったため、今ではどのような音色がしたのか知る由も

ありません。本日は、当団の編成に合わせた管弦楽編曲版で演奏しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウィーン郊外にあるベートーヴェン博物館（ハイリゲンシュッタット遺書の家） 

 

オーストリアの作曲家の作品集に何故ドイツの作曲家のベートーヴェン

をアンコールに登場させるのか、疑問に思うかもしれません。確かにベー

トーヴェンは、厳密に言うとドイツのボンで生まれた作曲家ですが、21

歳の時(1792 年 11 月)からウィーンで活動を始め、56 歳で死ぬまで故郷に

戻ることはありませんでした。そして、「上はハイドン、モーツァルト、

下はシューベルト、３人それぞれと結び付きのあるベートーヴェンを入れ

ないと、このテーマは完成しない。」とは、指揮者の弁です。 


